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○  会議日程・付議事件 
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日程 
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議案 
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平成２９年度使用教科用図書採択に関する方針及び組
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○  議案等審議結果 

                                                                             

議案 

 

番号 

 

議 案 名               

 

提 出 

 

年月日 

議 決 

 

年月日 

議 決 

 

結 果 

議案 

１４ 

平成２８年度川西市一般会計補正予算につい

て 
28.5.26 28.5.26 可 決 

議案 

１５ 

川西市私立幼稚園就園奨励費補助金交付に関

する規則の一部を改正する規則の制定について 
28.5.26 28.5.26 可 決 

議案 

１６ 

平成２９年度使用教科用図書採択に関する方

針及び組織について 
28.5.26 28.5.26 可 決 
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［開会 午後２時］ 

牛尾教育長 

 

 

牛尾教育長 

 

 

 

教育総務課長

（籔内） 

 

 

牛尾教育長 

 

 

牛尾教育長 

 

 

 

牛尾教育長 

 

 

 

教育総務課長

（籔内） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 それでは、只今より、平成２８年第９回川西市教育委員会（定例会）を

開会いたします。 

 

 まず、「本日の出席者」をご報告いたします。本日は、全員出席でござ

います。なお、「事務局職員の出欠」につきましては、事務局から報告を

お願いいたします。 

 

 本日の「事務局職員の出欠」について、ご報告申し上げます。 

 本日は、説明のため出席を求めた者については全員出席でございます。

どうぞよろしくお願いいたします。 

 

 次に、本日の「議事日程」につきましては、配付しております議事日程

表のとおりであります。 

 

 これより日程に入ります。日程第１「議事録署名委員の選任」を行いま

す。教育長において、磯部委員、服部委員を指名いたします。よろしくお

願いいたします。 

 

 では次に、日程第２「前回議事録の承認」でございますが、事務局にお

いて調製し、第７回定例会及び第８回臨時会の議事録の写しをお手元に配

付しております。事務局から説明をお願いいたします。 

 

 それでは、まず、第７回定例会の議事録につきまして、ご説明申し上げ

ます。１ページに会議日程・付議事件、２ページに出席者を、３ページに

説明のため出席を求めた者、４ページに審議結果を掲載してございます。

議事録につきましては、５ページからでございまして、会議次第に基づき

ましてご審議いただきました経過等につきまして、調製させていただいて

おります。また、第８回臨時会につきましても同様に調製させていただい

ておりますが、非公開案件であるため、詳細な審議経過につきましては非

公開とさせていただいております。 

 最後に署名委員の署名ということで、第７回定例会については加藤委員、

鈴木委員に、第８回臨時会については加藤委員、磯部委員にご署名を頂戴

しております。 

 以上でございます。 
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牛尾教育長 

 

 

 

牛尾教育長 

 

 

 

 

 

牛尾教育長 

 

 

牛尾教育長 

 

 

こども未来部長

（中塚） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 説明は終わりました。只今の説明について、質疑はございませんか。 

 

（「なし」の声） 

 

 よろしいでしょうか。 

 それでは、お諮りいたします。第７回定例会及び第８回臨時会の議事録

につきましては、これを承認することにご異議はございませんか。 

 

（「異議なし」の声） 

 

 ご異議なしと認めます。よって、議事録につきましては、承認されまし

た。 

 

では次に、日程第３、事務状況報告であります。事務局から報告をお願

いいたします。 

 

それでは、こども未来部からご報告させていただきます。 

きんたくんエンゼル積立支援制度の概要についてご説明申し上げます。 

本制度は、市と市内の金融機関が連携いたしまして、子育てを支援しよ

うと新たに創設する制度でございまして、平成２８年６月１日からスター

トいたします。 

赤ちゃんの誕生をきっかけに、「子育てに対して親としての自覚を持つ」

「計画的な子育てについて考える」、といった意識を持ってもらうことを

狙いとしております。 

制度の内容につきましては、平成２８年４月1日以降の川西生まれの赤

ちゃん、４か月未満で転入された方も含みます。その赤ちゃんを対象に、

市内の協力金融機関でその赤ちゃん名義の積立口座を開設していただきま

すと、市から５，０００円の積立支援金を支給させていただきまして、あ

わせて、協力金融機関から、積立金の追加給付、あるいは金利の優遇、あ

るいはキャラクターグッズの贈呈などのプレミアムを付与していただくと

いったものでございます。 

制度に参画する金融機関につきましては、６月スタート時点では、市内

に店舗のある金融機関のうち、池田泉州銀行、兵庫六甲農業協同組合の２

つの金融機関に参画いただきます。 

また、７月以降には、数は少ないですが、他の金融機関にも参画いただ

けるよう調整中でございます。 
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教育推進部長

（木下） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後のスケジュールにつきましては、６月号の広報かわにしミライフの

子育てに関する特集記事のなかでの制度のＰＲや、市ホームページでのＰ

Ｒにより市民への周知を図ってまいります。 

また、６月１日からは、市民課で出生届、転入届を提出された方へチラ

シを配付することで、制度の対象となる方へ個別に案内いたします。あわ

せて、子育て・家庭支援課で申請の受付をスタートいたします。 

対象者は年間で１，０００人程度を見込んでおりますが、この制度を子

育て世帯の皆様にご活用いただくことで、子育て支援策をさらに充実させ

ていきたいと考えております。私からは以上でございます。 

 

私の方からは、２点、ご報告いたします。 

１点目、平成２８年度川西市スクールソーシャルワーカーの配置につい

て、ご報告いたします。 

今日、子どもたちを取り巻く環境の急激な変化が、いじめ、不登校、暴

力行為、非行といった問題行動等に影響を与えています。このような中、

児童生徒の心の問題をケアするため、臨床心理士の専門家であるスクール

カウンセラーがすべての中学校及び、一部の小学校へ配置され、一定の成

果を挙げています。 

しかしながら、子どもたちの心の問題とともに、問題行動等の背景に、

家庭や学校、友人、地域社会など、児童生徒を取り巻く環境の問題が複雑

に絡み合い、特に、学校だけでは解決困難なケースについては、積極的に

関係機関等と連携した対応が求められているところです。 

そこで、今年度より、社会福祉士の資格を持つスクールソーシャルワー

カー１名を２つの中学校区に、それぞれ週１回配置しております。スクー

ルソーシャルワーカーの専門知識を生かした助言や連絡調整により、教育

と福祉との連携を円滑に図り、家庭環境等に課題を抱えた児童生徒に対す

る支援を充実してまいります。 

スクールソーシャルワーカーの具体的な支援内容につきましては、学校

において気になる児童生徒に関する情報収集と情報の整理、状況に応じた

関係機関との連携、校内でのケース会議等における助言等を行います。 

配置中学校区につきましては、川西南中学校区と東谷中学校区の２中学

校区としております。川西南中学校区においては、毎週月曜日に川西南中

学校での活動を中心とし、必要に応じて校区内の小学校へも派遣いたしま

す。東谷中学校区においては、毎週木曜日に東谷中学校に籍を置きますが、

校区内の小中学校を巡回し、各校での情報収集と情報共有に努めます。 

配置型と巡回型という異なる形式での運用を行いますが、今後、配置校
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牛尾教育長 

 

区を広げていくことを視野に入れて、研究を行って参りたいと考えており

ます。 

今年度は、月１回程度、学識経験者のスーパーバイザーを招き、スクー

ルソーシャルワーカーの支援内容等について、助言をいただくことにして

おります。 

来年度以降、順次、他の中学校区においても、スクールソーシャルワー

カーの配置を進めて参りたいと考えております。 

続きまして２点目、「川西市立小学校の統合に係る地域説明会の実施に

ついて」ご報告させていただきます。 

小学校の統合につきましては、これまで、多田グリーンハイツ地区では

平成３０年４月に、清和台地区では平成３１年４月に統合する方針で進め

てまいりました。 

５月２２日に多田グリーンハイツ地区における第３回地域説明会を開催

いたしました。 

当日、午前１０時から午後２時４０分までの緑台小学校には２０３人、

午後２時５２分から午後５時４５分までの陽明小学校には５５人の参加が

ありました。 

多田グリーンハイツ地区は、転入が多いにもかかわらず、単学級が発生

するのか、きちんと調べているのかといった地域の方からのご意見。 

また、５月１６日に開催された市議会の建設文教公企常任委員会協議会

において、統合については地元と十分な協議に努めて欲しいという意見が

議員から出されました。 

これらのご意見を踏まえ、改めて児童数・学級数の見直し作業を行うと

ともに、統合に伴う課題の整理等を行うために、引き続き地域の皆様と協

議していくこと、ただし、この見直しは現在の方針を見直すことを決定し

たものではない旨を説明いたしましたが、多くの厳しいご意見が出されま

した。 

なお、清和台地区につきましては、５月２１日に清和台小学校で説明会

を開催しましたが、あさって５月２８日土曜日に開催予定の清和台南小学

校での説明会の状況とあわせて、後日、報告させていただきます。また、

今後の対応につきましても、清和台地区での説明会の状況も踏まえ、課題

の整理等を行い、できるだけ早期に調整させていただきたいと思います。 

説明は以上でございます。 

 

只今の報告、３つありましたけれども、ご質問はございませんか。 

 よろしいですか。 
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牛尾教育長 

 

牛尾教育長 

 

 

教育総務課長

（籔内） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

牛尾教育長 

 

磯部委員 

 

 

 

こども育成課長

（丸野） 

 

 それでは事務状況報告については以上といたします。 

 

では次に、日程第４、議案第１４号「平成２８年度川西市一般会計補正

予算について」であります。事務局からご説明をお願いいたします。 

 

それでは、議案第１４号「平成２８年度川西市一般会計補正予算につい

て」ご説明申し上げます。 

議案書の１ページをお開きください。 

本案は、平成２８年度川西市一般会計補正予算のうち、教育委員会関係

予算について市長に申出するにつき、川西市教育委員会事務処理規則第１

０条第１号の規定により議決を求めるものでございます。 

提案理由は、平成２８年度における教育委員会関係予算について補正す

る必要があるためでございます。 

それでは、議案書の２ページをお開きください。平成２８年度６月補正

予算明細書によりご説明申し上げます。 

まず、歳入でございますが、国庫補助金の保育所等業務効率化推進事業

費補助金において８７５万８千円を追加しようとするものです。 

続きまして、歳出でございます。 

ＮＯ．１、２をあわせてご説明いたします。児童福祉費の保育所運営事

業負担金、補助及び交付金並びに認定こども園支援事業負担金、補助及び

交付金で、民間保育所及び小規模保育施設並びに認定こども園への保育業

務支援システムの導入、監視カメラの設置経費に対する補助を実施するた

め、費用としてそれぞれ７６０万円、３３０万円を追加しようとするもの

でございます。 

以上、平成２８年度６月補正予算の説明とさせていただきます。よろし

くご審議賜りますようお願いいたします。 

 

説明は終わりました。質疑・ご意見等はございませんか。磯部委員。 

 

今回の補助金を活用して、民間保育所・公立保育所全所、こども園全園

に保育業務支援システムが導入され、監視カメラも全園・全所設置される

ことになるのでしょうか。 

 

今回の補助金でございます。これは、概要は、保育所等における保育士

の業務負担軽減を図るため、負担となっている書類作成業務について、Ｉ
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磯部委員 

 

牛尾教育長 

 

牛尾教育長 

 

 

 

 

牛尾教育長 

 

 

牛尾教育長 

 

 

 

こども育成課長

（丸野） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＣＴ化推進のための保育指導計画や勤務シフト表などを作成するシステム

導入に係る必要な費用を支援し、また、保育所等における事故防止や事故

後の検証のためのカメラ設置に必要な費用を支援するものでございます。 

ただ、これは、ＩＣＴ化につきましては、民間保育園のみとなっており

まして、カメラについては、公立、民間両方ともなっております。 

以上でございます。 

 

ありがとうございます。 

 

ほかにございませんか。よろしいでしょうか。 

 

それでは、お諮りいたします。議案第１４号につきましては、これを可

決することにご異議はございませんか。 

 

（「異議なし」の声） 

 

 異議なしと認めます。よって、議案第１４号につきましては、可決され

ました。 

 

では次に、日程第５、議案第１５号「川西市私立幼稚園就園奨励費補助

金交付に関する規則の一部を改正する規則の制定について」であります。

事務局からご説明をお願いいたします。 

 

議案第１５号「川西市私立幼稚園就園奨励費補助金交付に関する規則の

一部を改正する規則の制定について」ご説明申しあげます。 

 恐れ入りますが、議案書の３ページをお開き願います。 

 本案は、川西市私立幼稚園就園奨励費補助金交付に関する規則の一部を

改正する規則の制定について、川西市教育委員会事務処理規則第１０条第

１号の規定により、議決をお願いしようとするものでございます。 

 まず、制度の概要でございますが、この補助金につきましては、私立幼

稚園に就園させる保護者の経済的負担を軽減することと、公立幼稚園と私

立幼稚園との保護者負担の較差の是正を図るために実施するもので、補助

額の３分の１の範囲で国庫補助金が交付されます。 

川西市におきましては、文部科学省の幼稚園就園奨励費補助金交付要綱

に基づく補助を実施しており、今回、文部科学省での要綱に基づく補助限

度額の改正を受けまして本規則を改正しようとするものでございます。 
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それでは、議案書の６ページ、７ページをお開き願います。 

６ページが現行制度、７ページが改正案でございます。はじめに現行制

度の表の構成につきまして説明いたします。６ページをご覧ください。 

 左欄の縦軸の対象区分ですが、所得階層を５区分に分けております。ま

た、表の横軸になります補助対象区分は、小学１年生から３年生までの兄

や姉の有無と、家庭の子どもの数により５つの区分に分けております。 

縦軸５区分、横軸５区分で、合計２５区分の補助額を定めております。 

 ７ページの改正案をご覧ください。 

 今回は２点の改正がございます。 

 １点目の改正点は、所得階層区分の第２及び第３階層に属する世帯にお

ける、第２子以降のカウントについて、現行の年齢制限を撤廃しようとす

るものでございます。 

２点目の改正点は、１点目と同じく所得階層区分の第２及び第３階層に

属する世帯における、ひとり親世帯等について保護者負担を軽減しようと

するものでございます。 

１点目の改正点についてご説明いたします。従来、多子世帯の計算にお

いては、小学校３年生までの兄・姉までに限定して行っていましたが、今

回の改正において、第２及び第３階層に属する世帯については、生計を同

じくしている兄弟すべてを対象とするものです。ここでいう兄弟とは、実

の兄弟のみならず、その世帯で監護している、もしくは監護していた、こ

れは成年に達しているものですが、そのすべてを含むことになります。 

具体的に申しますと、７ページの別表アにおいて、表の上部の区分につ

いて、第１子、第２子及び第３子以降の考え方に係る記載を、保護者と生

計を同一とする、保護者又はその配偶者の直系卑属その他の保護者に監護

される者及び監護されていた者のうち、第何子にあたるかという記載にし

ております。 

２点目の改正点でございます。第２階層及び第３階層に属する世帯にお

けるひとり親世帯等、いわゆる要保護世帯について、補助金額を拡充する

ものでございます。具体的に申しますと、改正後の表の中で、第２階層及

び第３階層の区分を二つに分けて記載しておりますが、第２階層のひとり

親世帯等については、すべて補助額を３０８，０００円とします。これは

保護者負担無料に相当するものでございます。また、第３階層に属する世

帯については、第１子については補助額を２１７，０００円とし、第２子

以降については３０８，０００円とします。併せて、表の欄外に備考１と

して、ひとり親世帯等の定義を記載しております。 

備考２として、所得階層区分の判定に用いる市町村民税所得割課税額に
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牛尾教育長 

 

ついては、いわゆる住宅ローン控除適用前の税額とする旨を追加記載して

おります。 

また、別表イにつきましては、現行区分のまま変更がありませんので、

今回改正された別表アと分ける表示となっております。備考欄には、所得

階層区分の判定に用いる市町村民税所得割課税額については、住宅ローン

控除適用前の税額とする旨を記載しております。 

なお、この規則は、公布の日から施行し、この規則による改正後の川西

市私立幼稚園就園奨励費補助金交付に関する規則の規定は、平成２８年４

月１日から適用するものでございます。 

ちなみに、関連する制度改正として、保育所、市立幼稚園及び認定こど

も園の保育料についても、同じ所得階層区分に属する世帯について、保護

者の負担軽減措置を図る制度改正が実施されることとなっております。現

在、国において政省令の改正が進められているところでございます。 

 以上、ご審議賜りますよう、よろしくお願いいたします。 

 

説明は終わりました。質疑・ご意見等はございませんか。 

 

今、最後の説明がありましたように、手厚くやっていただいて、皆さん

のためになることはどんどんやっていただいていいんですが、こうした改

正のときにいつも思うことですけど、細かくやり過ぎるために、説明する

ときに非常に難しいですね。このデータのままで提示することはまずない

と思うけども、どの階層で、どうなって、こうなったということをちゃん

と伝えてあげないと、行政的にはうまくやったつもりでも、受益者のほう

にわからないとそれは意味がない。わかるような説明、わかるような表を

提示してあげていただくことを要望します。 

 

また検討方よろしくお願いします。 

ほかにございませんか。 

 

 それでは、お諮りいたします。議案第１５号につきましては、これを可

決することにご異議はございませんか。 

 

（「異議なし」の声） 

 

 ご異議なしと認めます。よって、議案第１５号につきましては、可決さ

れました。 
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では次に、日程第６、議案第１６号「平成２９年度使用教科用図書採択

に関する方針及び組織について」であります。事務局からご説明をお願い

いたします。 

 

 それでは、議案第１６号「平成２９年度使用教科用図書採択に関する方

針及び組織について」ご説明申し上げます。８ページをご覧ください。 

本案は、平成２９年度使用教科用図書採択に関する方針及び組織につい

て、川西市教育委員会事務処理規則第１０条第１号の規定により議決を求

めるものでございます。 

教科用図書の採択に関しましては、本年度は、義務教育諸学校の教科用

図書の無償措置に関する法律施行令の第１５条の規定により学校教育法附

則第９条に規定する教科用図書の採択を行う年度でございます。そこで本

案を提出し、方針ならびに組織について教育委員会の議決を求めるもので

あります。 

９ページに掲げております平成２９年度使用教科用図書採択方針につい

てご説明いたします。 

(1) 採択の基本方針といたしまして 

採択にあたっては、兵庫県教育委員会発行の「調査研究資料」を参考に、

当地区の教育的文化的諸条件及び義務教育諸学校間の連携を考慮し、十分

な調査研究を行い慎重に採択する。と、いたします。 

ア 小学校教科用図書の採択（特別支援学校小学部、特別支援学級を含む） 

義務教育諸学校の教科用図書の無償措置に関する法律施行令第１５条

の規定により、平成２８年度使用教科用図書と同一の教科書を採択する。 

ものといたします。 

イ 中学校教科用図書の採択（特別支援学校中学部、特別支援学級を含む） 

義務教育諸学校の教科用図書の無償措置に関する法律施行令第１５条

の規定により、平成２８年度使用教科用図書と同一の教科書を採択する。 

ものといたします。 

ウ 特別支援学校ならびに特別支援学級教科用図書採択 

学校教育法附則第９条に規定する教科用図書の採択にあたっては、兵庫

県教育委員会発行の「調査研究資料」を参考の上、十分な調査研究を行

い適切な教科用図書を採択する。 

ものといたします。 

続きまして、採択に関する組織についてご説明いたします。１０ページ

をご覧ください。 
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２ 平成２９年度使用教科用図書の採択に関する組織については、川西採

択地区協議会規約に基づいております。 

次の（１）ア～エ及び（２）については、協議会規約に関して主な部分

を記載しております。 

(1) 川西市立小・中学校（特別支援学校ならびに特別支援学級を含む）

教科用図書採択の組織につきましては、 

ア 川西市教育委員会は、兵庫県教科用図書採択地区に基づき、猪名川町

教育委員会と共同して川西採択地区協議会を組織し、協議会における協

議の結果に基づいて、平成２９年度使用学校教育法附則第９条に規定す

る教科用図書を採択する。 

イ 協議会の委員は、より幅広く意見を求める観点から、教育長、教育委

員、義務教育諸学校校長及び教員、保護者、学識経験者並びに関係市町

教育委員会事務局職員より選任する。 

ウ 協議会は、義務教育諸学校教員から、「川西地区教科用図書選定委員

会」の調査員を委嘱して、教科用図書の調査研究を依頼することができ

る。 

エ 選定委員会では、教科用図書について調査研究を十分に行い協議会に

報告する。 

以上のように、定めております。 

(2) 協議会の任務につきましては、 

平成２９年度使用教科用図書について校種、種目及び種類ごとに教科用

図書を調査研究し、選定を行い、教育委員会にその種類・理由を通知する。 

と、定めております。 

これを図にしております。下の図をご覧ください。 

 選定委員会は、今回の採択用教科用図書を調査・研究し、採択候補とな

った教科用図書を協議会に「報告」をいたします。その「報告」を受け、

協議会は協議を行い、その結果を教育委員会に「通知」いたします。 

 そして、教育委員会は「通知」を受け、平成２９年度使用教科用図書を

「採択」するということになります。 

 このような流れで、採択を進めてまいりたいと考えております。 

１１ページをご覧ください。 

次に、「川西採択地区協議会委員の委嘱、任命」についてでありますが、

協議会規約に基づいて、川西市から８名、猪名川町から６名を、それぞれ

の教育委員会が委嘱または任命いたします。 

川西市の８名については、それぞれの選出区分に応じて、１番から８番

までの委員を委嘱または任命しようとするものです。 
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５番の金子由美主幹教諭は、兵庫教育大学大学院教育研究科 特別支援

教育学専攻特別支援教育コーディネーターコースを卒業され、その後、５

年間学校生活支援教員として勤務されました。特別支援教育における豊か

な経験と実践及び専門的な知見を備えた方です。 

６番の松岡寛一様は、川西市教育情報センター所長として３年間、また

川西市教育振興部教育支援室長として、２年間勤務されました。教科書採

択にかかわる所掌事務の責任者を務めるなど、豊かな経験と専門的な知見

を備えた方です。 

その他の委員は、団体からの選出等によるものです。 

また、委員の任期は、協議会規約第７条第２項の「委員の任期は１年と

する」との条項に基づき、平成２８年６月１日から平成２９年５月３１日

まででございます。 

以上、よろしくご審議賜りますよう、お願い申しあげます。 

以上です。 

 

説明は終わりました。質疑・ご意見等はございませんか。 

 

１１ページの表のことですけど、本質ではないんだけども、この過去の

就任回数のところ、上はなくって、４番の泉さんのところに１回、松岡さ

ん１回、中井さん５回と書いてあって、あとの方々の回数を載せないのは、

載せ忘れですか。 

 

あとの方におきましては、教育委員会もしくは学校関係の方ということ

で、特に記載はしておりません。 

 

 

泉さんは。載せるのがいい悪いではなくて、表として、何か理由がある

のならいいんだけど、そうでなかったら不備ではないかと思う。回数を載

せる意味はあると思いますよ。同じ人が例えば１０回目になるとかね、そ

んなになってきたというと、教科書採択における問題点というのをはらん

でくるわけになるから、いかがなものかなあという意見が出てもおかしく

ないと思います。でも、表としての完成度が低いよ、これは。 

それと、もう一つ、参考のところで、同じような表を持ってきて猪名川

町のを出したんだけども、年齢とか、居住区分とかわからないんだったら、

これは表に入れるべきでないと思います。調べ方が足りないという、それ

だけのことになると思います。猪名川町に聞いて教えてくれるんだったら、



 

- 16 - 

 

 

 

 

学校教育室長 

（岸） 

 

 

牛尾教育長 

 

加藤委員 

 

牛尾教育長 

 

牛尾教育長 
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服部委員 

 

 

加藤委員 

 

服部委員 

 

学校教育室長 

（岸） 

 

 

服部委員 

 

 

 

 

入れるべきだと思う。だから、表としてというか、データとしてどうとら

えたらいいのかというものを出してもらっても。もうちょっと仕上がった

ものを出してほしいですね。 

 

加藤委員ご指摘のとおり、もう一度きちっと精査して、また猪名川町と

も関係してきますので、協議の上、きちっとまた改めて出させていただき

たいと思います。よろしくお願いいたします。 

 

よろしいですか。 

 

はい。 

 

よろしくお願いします。 

 

ほかにございませんか。 

 

教科用図書に関して、これを、教育委員は、いつ見ることができますか。 

 

採択の報告の日程を教えていただきたいということ。 

 

いや、そうではなくて、教科用図書そのものについて、教育委員は、い

つ見ることができるのでしょうかという。 

 

採択の協議に入る前に見るということですか、現物を。 

 

そうですね。現物を。 

 

見本となる教科書と一般図書のほうの一覧が、また展示会等の日が公開

となりますので、また改めてご提示させていただきたいと思います。以上

でございます。 

 

今日いただいた資料で、別の資料ですが、兵庫県の全県教育委員会研修

会の中で、小川さんが書かれているレジメがあるんですけど、そのレジメ

の中で、教育委員会制度というのは、いろいろ問題あるけれど、その中で、

特に教科書採択については、非常に重要な問題であると。その教科書の採

択にあたって、教育委員の中でその教科書も見ないで採択している場合が
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半数以上あるというふうなことが書かれていますので、だから、教育委員

にきちんとその教科書の見本ですね、それをきちんと見せていただきたい。 

前のときも、何かその当日に全部そろったのを見せていただいたような

気はしたんですが、それでは全然見えないので。この辺にあるのであれば、

教育委員室でも構いませんので、セットとして置いておいていただきたい

なということでお願いしたいと思います。以上です。 

 

よろしくそのあたり検討していただきたいと思います。 

ほかにございませんか。よろしいでしょうか。 

 

それでは、お諮りいたします。議案第１５号につきましては、これを可

決することにご異議はございませんか。 

 

（「異議なし」の声） 

 

 ご異議なしと認めます。よって、議案第１５号につきましては、可決さ

れました。 

 

では次に、日程第７、諸報告であります。諸報告１「緑台中学校区にお

ける幼保連携型認定こども園の基本設計について」事務局からご報告をお

願いいたします。 

 

 それでは、「緑台中学校区における幼保連携型認定こども園の基本設計

について」ご説明申しあげます。 

本件につきましては、向陽台３丁目内の旧ゲートボール場に幼保連携型

認定こども園を整備・運営する法人の公募を１月２８日から実施し、３月

１３日の選考委員会を経て、法人を選定したところでございます。 

この度、選定法人である社会福祉法人子どもの家福祉会により向陽台３

丁目地内に新設整備される幼保連携型認定こども園の園舎等について、基

本設計（案）がまとまってまいりましたので、資料に沿ってご説明させて

いただきます。資料１のほうをご覧いただけますでしょうか。 

まことに申し訳ございません。資料の訂正がございます。資料１の１.

整備法人の概要のところの沿革覧でございます。その中で、２段目になり

ますが、「認定こども園３園、保育所５園」というところを､ 申し訳ござ

いません。「認定こども園５園、保育所３園」に訂正いただきますようお

願いいたします。これは、平成２８年４月より法人のほうの保育所２園が
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認定こども園に移行したものによるものです。申し訳ございません。よろ

しくお願いいたします。 

それでは、改めて整備法人の概要をご説明申し上げます。 

法人名は、社会福祉法人子どもの家福祉会、法人本部の所在地は、加古

川市でございます。理事長は、赤西雅之氏でございます。 

沿革といたしましては、昭和４１年に社会福祉法人の認可を受けており、

現在は認定こども園を５園、保育所を３園、小規模保育事業を１園、合計

９園の運営を行っており、法人として豊富な就学前児童の教育・保育・子

育て支援の経験を有していると認められます。 

次に施設の概要でございます。 

敷地面積は、１３４４．３７㎡であり、一部に市街化調整区域を含みま

す。建築面積は、４７８．０９㎡、延べ床面積は８６２．２３㎡、構造は

鉄骨造の２階建てでございます。駐車場は９台設置いたします。 

定員は、総数として１１７名となっており、３～５歳の幼稚園機能分と

して利用する児童の定員は２７人、０歳～５歳の保育所機能分として利用

する児童の定員は９０人となっております。 

３．今後の主な日程の予定についてでございますが、８月に法人による

施工業者の選定を行い、着工をいたします。平成２９年３月に竣工した後、

４月に開園いたします。 

４．施設の特徴についてでございますが、恐れ入りますが添付しており

ます図面をご覧いただきますようお願いいたします。 

 左側の図面に、敷地の全体と、園舎１階、園庭、駐車場、前面の歩道に

ついて記載しております。また、右側の図面に園舎２階を記載しておりま

す。位置関係といたしましては、敷地の左側に多田グリーンハイツ第３自

治会館、下側に道路を隔てて陽明小学校、右側にスポーツ施設がございま

す。 

この基本設計にあたっては、社会福祉法人子どもの家福祉会が掲げる保

育理念を実現する施設として、幼保連携型認定こども園の施設基準を満た

したうえ、設計をしております。 

はじめに左側図面の園舎１階の特徴についてでございます。 

１点目として、 

・０歳と1歳児の保育室に区切りを設けないことで、変化する保育ニーズ

に合わせた子どもの受入れが可能となります。 

これは、０歳1歳児の入園希望児童数は、他の年齢に比べ、時期やその

他の状況によって変化があることから、この動向に合わせ柔軟に対応がで

きるという利点がございます。 



 

- 19 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２点目 

・各室の園庭側に下足を設け、体を動かしたい気持ちをスムーズに実現し

ます。 

 これは保育室から園庭に出る際に、玄関を経由することなく、保育室か

らスムーズに園庭に出られるようにして、歩きたい、走りたいという子ど

もたちの気持ちをスムーズに実現できるように配慮をしております。 

３点目として 

・子育て支援室を設け、地域の子育て支援事業を実施します。 

 これは、幼保連携型認定こども園の機能として、就学前児童の教育・保

育に加え、地域の子育て支援の実施が求められており、これにかかる子育

て相談や様々な講座等を開催するための専用スペースを設けております。 

 続きまして右側の図面の２階の特徴についてでございます。 

１点目として、 

・３，４，５歳の年齢別の保育室を設けつつ、廊下・多目的室との間の引

き戸を開放することで、行事の際などにのびのびとした活動ができる空間

としても利用できます。 

 これは、年齢別のクラス編成による保育を行うとともに、年齢が異なる

児童が交流し、年上の児童が年下の児童のお世話をするなどの体験が行い

やすい環境となるように設計がなされています。また、行事の際にものび

のびとした活動が可能となり、限られた室内スペースをより有効に活用で

きる工夫がなされています。 

２点目として、 

・２階から直接園庭へ出られるよう、多目的室に面して階段と下足を配置

しております。 

 これは１階と同様に、３・４・５歳児がスムーズに園庭へ出られるよう

に配慮がされています。 

左側の図面に戻りまして、園庭の特徴でございます。 

１点目として、 

・北側法面を平面化し、外遊びや運動ができる必要な園庭面積を確保して

おります。 

 これは、敷地の図面上部にある高低差が５ｍ程度の法面部分を園庭や園

舎の一部として有効活用し、法面となっている部分を人工地盤等により平

面化しております。 

２点目として 

・夢中で外遊びが楽しめるよう、園庭から直接入ることができるトイレを

設置しております。 
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 続きまして、通園についてでございます。 

１点目として、 

・安全に通園、園からの外出ができるように歩道を整備しております。 

 これは、図面の左下の部分でございますが、園の出入口から、自治会館

前にかけて２．５メートル幅の歩道を整備し、通園や園児の散歩などの際

に安全に通行ができるようにいたしております。 

２点目として、 

・自動車と歩行者の動線が分離できる位置に、駐車場を９台分設置します。 

 これは、主な通園の動線となる図面左側からの出入りに対して、歩行者

及び自転車と、自動車の入口を分けて設置することにより、お互いの安全

を保つことができるように配慮をいたしております。 

以上が施設の主な特徴でございますが、今後、実施設計で検討される過

程において一部変更される場合がございますので、ご了承ください。報告

は以上でございます。 

 

只今の報告について、ご質問はございませんか。 

 

感想を述べさせていただいてもよろしいでしょうか。 

 

どうぞ。 

 

只今、この大きな産みの苦しみを超えて実現に至ろうとしているプラン

を伺いまして、大変感慨深いです。０歳児からの豊かな保育・教育で活力

のある川西市を築きたいと願っております。よいものが出来上がりますよ

うにご支援をよろしくお願いします。 

 

ほかに質問等ございませんか。 

 

このこども園の基本設計に関しましては、社会福祉法人の方がプランニ

ングされていると思います。基本設計のことではありませんが、関連とし

て質問したいと思います。 

ここの園のこの図面でいくと手前の６メートル道路の安全対策というの

は、地域の方も心配なさっているところだと思いますが、ここの６メート

ル道路の安全対策、具体的に考えていらっしゃると思いますが、そのお考

えとか、調整状況について。 

それから、駐車場を９台確保されているようですが、９番目の駐車場の
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位置から右手に出られれば、スムーズに出入りができると思いますが、そ

こから出られないということは、駐車場の手前おおむね６メートルから７

メートルぐらいの範囲で車が交互に入れかわって入ることになると思いま

す。そのあたりの安全対策というのはどのようにお考えか、お知らせいた

だけますでしょうか。 

 

まず、道路、前面道路の安全対策でございます。基本的に、先ほどご説

明の中で申しあげた、歩行者に対しては、現在は、ほぼ１メートルほどし

かない自治会館前の歩道整備をすると。また、そこから続く第４公園、バ

ス通りに向けてですね、こちらのほうは、第４公園の園路を整備していた

だくという形で、歩行者が安全にバス通りまで行けるような形に整備をい

ただくように調整をしております。 

また、前面道路、現在、ご指摘もいろいろ地域からもいただいておりま

す。カーブ状になっているところで、非常にスピードが出やすくなってい

るというような問題もございますので、一定路面のほうに減速帯もしくは

減速するような指示をする明示というような形で担当所管と協議させてい

ただいております。 

また、朝夕というか、時期によっては、こちらでいう図面の右側、スポ

ーツ施設のあたり、非常に暗い状況が一部ございますので、そのあたりに

街灯をつけていただくようにお願いをしているところです。こちらのほう

は、道路整備の担当する所管のほうと今、協議中でございます。 

また、実際のところ、施設さんのほうにも、例えば注意喚起看板をつけ

ていく、また、できれば、これからのお話になりますけれども、当面の間、

誘導に対するガードマンを市の費用で配置していくというふうな形、それ

からまた、実際、保護者さんのほうですね、路上に滞留しないようにとい

う指導で、車の動線ですね、どちらから入って、どちらから出ていくかと

いうようなこともしっかりと指導していくように法人さんと協議したいと

思っております。 

また、２点目の駐車場についてですが、実際のところ、この９番のとこ

ろから右側はスポーツ施設の敷地でございます。一応協議をさせていただ

いているんですけども、現実論として、ここは施設の駐車場となっており

ますので、通り抜けることは、ちょっと困難であるというのが現状でござ

います。 

ですので、先ほど申しあげたように、施設の利用者の方に入る、出るの

ルールをまずしっかりとしていただくというところと、まず、この道路上

に滞留しないようにというところで、一部隣の自治会館さんの駐車場にお
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世話になるというような形で、緊急避難的に車が滞留しないようにという

形をとらせていただきたいと。あくまでも、自治会館さんのほうのお世話

に関しましては、緊急避難ということなので、常態的に使うという形では

ございませんが、この道路上に車が滞留しないようにという方法をとらせ

ていただきたいと、今のところ各自治会を含め担当所管と協議していると

ころでございます。以上でございます。 

 

ありがとうございます。どうぞよろしくお願いします。 

 

ほかにございませんか。 

 

それでは、諸報告１については以上といたします。 

 

私のほうから訂正があります。その前の議案第１６号につきまして可決

を諮るときに、私のほうは、「議案第１５号」と申しあげました。これは

議案第１６号についてであります。そして、同じようにもう一つ「議案第

１５号につきましては、可決されました。」という、この２つの分につい

て訂正をさせていただきます。よろしくお願いいたします。 

 

 それでは、以上で本日の議事はすべて終わりました。 

 次回の定例教育委員会は、６月２３日（木）午後２時から、庁議室にお

いて開会の予定です。 

 

 これをもちまして、第９回川西市教育委員会（定例会）を閉会いたしま

す。お疲れ様でした。 

［閉会 午後２時５１分］ 

 

以上会議の事項を記録し、相違ないことを認めましたので、ここに署名いたします。 

 

   平成２８年６月２３日 

 

                   署名委員    磯 部  裕 子    ㊞ 

 

                                                   服 部    保    ㊞ 

 


